
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４－１） 令和６年度 鶴田ダムの出水対応
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資料１



鶴田ダム 年最大流入量 経年図

H18.7
約4,040m３/s R3.7

約4,100m3/s

○令和６年度は、５月から９月にかけて、９回の洪水調節を実施。
○年最大流入量は、８月の台風10号において約1,880m3/sを記録。

※平成18年７月、令和３年７月に流入量4,000m3/s規模の大きな流入量を記録。

緊急放流

緊急放流

S47.7
約2,260m3/s
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○台風１０号に伴う豪雨により、鶴田ダム上流域において、８月２７日～８月２９日までの総雨量は３２８mmを観測しました。
○鶴田ダムでは、２９日１時５０分より、ダムへ流れ込む水量の一部を貯める「洪水調節」を行いました。
○ピーク流入量は約１８８０㎥/sを記録しその際ダムにより約８２０㎥/sを貯留して下流河川の増水を緩和しました。
○鶴田ダムが無かった場合の宮之城水位観測所の水位は、避難判断水位（６．４０ｍ）を上回る６．５４ｍに達していたと想定され

ダムの洪水調節によって約０．９４ｍ水位を低下させたと推定されます。

（平常時）

ダム天端より上流を撮影

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

最大流入時放流量1063m3/s
(8月29日 10:50)

◆ 降雨の状況

最大放流量1243m3/s
(8月29日 13:40)

最大流入量 1884m3/s
(8月29日 10:50)

防災操作の効果 （８月 台風１０号）
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台風10号への対応状況

○九州南部では、8月28日から30日の３日間で、600～800ミリの大雨が予想。
○鶴田ダムでは、28日9:50に放流に向けた警戒体制（管理所全員体制）に入り、

54時間に渡るゲート操作による洪水対応を行った。 ※26日9:50から注意体制
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- - 貯水位
― 流入量
― 全放流量

洪水時最高水位 (EL. 160.00m) 平常時最高貯水位 (EL. 160.00m)

洪水貯留操作開始流量 600m3/s

警戒体制 55時間40分

ゲート操作 54時間30分
洪水調節 14時間40分車両巡視4時間45分

8月28日 8月29日 8月30日



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４－２） 情報表示板の見直しについて
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①_前回までの流れ

＜背景＞令和３年７月出水を受けて 鶴田ダムでは

改善内容

○ダムどれだけの水が貯まっているか分かりにくい。

○緊急放流開始の切迫度を捉えるためには、貯水率を監視することが有効。

〇ダムの貯水率は、緊急放流の判断となる大変重要な情報。 というご意見を踏まえ、

情報表示板に貯水位、貯水率をリアルタイム（１０分ごと更新）に表示する改良を実施。

○ 貯水率と合わせて、ダムが危険な状況（緊急放流の可能性等）が分かる工夫が必要。

○ 貯水率50%、貯水位140mの表示は、貯水位が280mまで大丈夫と勘違いされる。

○ 点いているランプが危険になると点滅する、文字色を変えるなど考えられる。

○ 事前放流は容易ならざる状況のため、予備放流と表示を使い分けた方が良い。

○ 管理所で案を出し、住民の意見を聞いて反映させる。

• 文章の見直し
• ⇒R7出水期より実施（一部）
• 情報表示板の改良
• ⇒費用、工期等を踏まえ、今後検討

＜表示内容等の見直し＞
改善方法

会議での意見

＜情報表示板への貯水率表示（R5年度から実施）＞

鶴田ダム情報
洪水調節中

流入 4200m3/s

放流 2400m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水位 143m
貯水率 50%

交
互
表
示



①_鶴田ダムの予備放流、事前放流ルール

洪水調節容量と

利水容量が共有し
ている。（緑部分）

○ダム流入量が600m3/s（洪水と定義）の予測がある時、必ず予備放流（緑部分を下げる）を実施する。
（操作規則に基づき実施する。予備放流で７～8月期は有効貯水容量100％、9月期は約70％の洪水調節容量を確保する。

〇9月期においては、基準雨量216mm/12hを超えると、約30％の発電容量部分の事前放流の実施判断を行う。
〇流入量予測を行った結果、治水容量が不足する場合、不足する容量分の事前放流を実施する。

（多目的ダム 予備放流方式のダム例）

（不足分を下げる）

利水容量を事前
放流により治水
に活用（青部分）
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関係機関（役場等）

FAX

通知

鶴田ダム管理所

神子警報所

前田警報所

柏原警報所

柏原情報表示板

柏原橋情報表示板（２）

餅坂放流警報所

屋地警報所

園田警報所

城之口警報所

川口警報所

宮都大橋情報表示板（２）

虎居情報表示板

船木警報所

山ノ口警報所

須杭警報所

石橋警報所

山崎情報表示板

後ヶ原警報所

南瀬警報所 久住情報表示板

一瀬警報所 南瀬情報表示板

倉野警報所

上水流警報所

司野警報所

上水流情報表示板

大小路警報所

東郷警報所

鳥山警報所

天辰警報所

白浜警報所

池平警報所

轟の瀬情報表示板（２）

〇警報所からのサイレン、情報表示板により放流情報を周知します。

①_情報表示板による周知
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①_現在の情報表示板の表示内容

○鶴田ダムおよび下流河川水位に関する情報、自治体からの避難情報を表示します。

宮之城水位観測所から水防団待機水位を超えてから表示
（さつま町管内の表示板のみ）

川内水位観測所から水防団待機水位を超えてから表示
（薩摩川内市管内の表示板のみ）

鶴
田
ダ
ム

河
川
水
位

備考水位の名称等水位危険度レベル

氾濫の発生レベル５

河川がはん濫する恐れのある水位氾濫危険水位レベル４

避難情報発表の目安となる水位避難判断水位レベル３

河川の氾濫の発生を注意する水位氾濫注意水位レベル２

水防団待機水位レベル１

（参考）水位の名称

放流開始前

放流開始の1時間前から表示

予備放流中・事前放流中 洪水調節中 緊急放流中

鶴田ダム情報

１４時２０分

放流開始予定

鶴田ダム情報
容量確保中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 1300m3/s

流入 2000m3/s

鶴田ダム情報
緊急放流中

放流 2500m3/s

流入 4000m3/s

鶴田ダム情報

ダム放流への
問い合わせ先
0996-59-2030

宮之城観測所管内

水防団待機水位
レベル１

河川情報
宮之城観測所管内

はん濫注意水位
レベル２

河川情報
宮之城観測所管内

避難判断水位
レベル３

河川情報
宮之城観測所管内

はん濫危険水位
レベル４

河川情報
川内観測所管内

水防団待機水位
レベル１

河川情報
川内観測所管内

はん濫注意水位
レベル２

河川情報
川内観測所管内

避難判断水位
レベル３

河川情報
川内観測所管内

はん濫危険水位
レベル４

河川情報

自
治
体

避
難
情
報 虎居地区

さつま町情報

避難指示

11日14時30分
虎居地区

さつま町情報

避難指示解除

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水率 50%
貯水位 143m

回
転
灯

放流中は赤色１色が常に点灯

11日14時30分
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①_【見直し案】情報表示板の表示内容

○下流河川水位に関する情報、自治体からの避難情報は継続実施。

鶴
田
ダ
ム

放流開始前 予備放流中・事前放流中 洪水調節中 緊急放流中

鶴田ダム情報

１４時２０分

放流開始予定

鶴田ダム情報
容量確保中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 1300m3/s

流入 2000m3/s

鶴田ダム情報
緊急放流中

放流 3000m3/s

流入 4800m3/s

鶴田ダム情報

ダム放流への
問い合わせ先
0996-59-2030

9

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水率 50%

貯水位 143m

鶴
田
ダ
ム

洪水調節中

緊急放流中

鶴田ダム情報
予備放流中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 1300m3/s

流入 2000m3/s

鶴田ダム情報
緊急放流中

放流 3000m3/s

流入 4800m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水率 50%

貯水位 143m/160m

洪水調節中
（緊急放流の可能生）

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 2200m3/s

流入 3800m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水率 50%
貯水位 150m/160m

これまで

見直し案

黄色の回転灯が点灯

赤色の回転灯が点灯
紫色の回転灯が点灯

注）既存施設の改造が必要。

事前放流の場合は事前放流中

鶴田ダム情報
事前放流中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

予備放流中・事前放流中

鶴田ダム情報
予備放流中

貯水率 50%
貯水位 143m/160m

【ポイント】
① 容量確保中を、予備放流中と事前放流中に使い分けて表示。 → 事前放流が必要な洪水であることを情報発信
② 貯水位に満水位の160mを追加 （○○m/160mと表示）。 → 貯水率から誤った水位の認識を防止
③ 回転灯を増設し、文字色と合わせてダムの状況を表示。 → 通常の洪水調節と緊急放流を分かり易く情報発信



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４－３） 上水流情報表示板の更新について
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上水流情報表示板の更新について
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○鶴田ダムの洪水調節に関する操作方法及び情報提供のあり方について、様々な視点から意見を聴
取し、検討することを目的として、ダム下流住民代表、学識者、報道関係者、ダム下流自治体、河川管理
者をメンバーとした「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会（※以下、検討会)」を開催しました。
○検討会を踏まえ、情報表示板の設置個所を４箇所から１０箇所に増設しています。

関係機関（役場等）

FA
X

通
知

神子放流警報表示板

柏原放流警報表示板

宮都大橋放流警報表示板

虎居放流警報表示板

：情報表示板（全４箇所） 関係機関（役場等）

FA
X

通
知

神子放流警報表示板

柏原放流警報表示板

柏原橋放流警報表示板（２）

宮都大橋放流警報表示板（２）

虎居放流警報表示板

山崎放流警報表示板

久住放流警報表示板

南瀬放流警報表示板

上水流放流警報表示板（２） 轟の瀬放流警報表示板（２）

：情報表示板（全１０箇所）

平成18年7月出水時 令和６年度現在

＜背景＞

改善内容

改善方法

劣化に伴い更新となる「上水流情報表示板（２画面）」において、設置当初(平成21・22年)より、居住(地域)
や生活状況が大きく変化していると考えられる
表示板の向き等の見直しによる、 現在の居住状況に合わせた新たな情報提供範囲を設定

現在の居住状況を整理し、表示板の向き等の見直しを行う



上水流情報表示板の更新について
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上水流表示板設置の経緯 出典：鶴田ダム管理所HP:洪水調節に関する検討会
（https://www.qsr.mlit.go.jp/turuta/torikumi/kouzuichosetsu_kentoukai.html)

表示板設置の経緯 青字：住民ご意見、黒字：対応日 付

・情報表示板の箇所数を増やしてほしい。平成19年1月16日
鶴田ダムの操作に関する打合会

・住民への情報提供に伴い、４箇所に情報表示板を設置（新設）
・東郷町の東郷橋の付近に情報板が欲しい
・情報板を両面表示にしてほしい

平成19年4月26日
第4回検討会

・情報表示板の設置位置、向き（両面も含む）等については、
その目的も含めて検討中

平成19年12月26日
第6回検討会

・上水流外はH２０年度以降設置予定平成20年6月5日
第7回検討会

・上水流外は、H２１．３月までに設置平成20年11月25日
第8回検討会

・上水流を含む、3箇所の情報表示板(両面)について、設置完了平成21年5月26日
第9回検討会

これまで検討及びその対応により、現在では計10箇所の情報表示板を整備・運用を行っている

検
討
会
等
で
位
置
や
向
き
等

の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
検
討



上水流情報表示板の更新について
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現状

課題

上水流(上流・下流)
情報表示板

表示板設置当初(平成21・22年)より、居住(地域)や生活状況が大きく変化していると考えられる

表示板の向き等の見直しによる、 現在の居住状況に合わせた新たな情報提供範囲の設定が必要

流域の河川利用者及び周辺住民等に対してダムからの放流に伴う流水状況
の著しい変化による危険の警告を行うため

情報提供
範囲

令和5年版_電気通信施設設計要領・同解説(通信編)より、抜粋

設置目的

河川の周辺に人家が密集している所、河川敷地内に遊園地等のレジャー施設
のある所、水泳・キャンプ・釣人等が多く集まるような河川利用が頻繁な地点

令和5年版_電気通信施設設計要領・同解説(通信編)より、抜粋

主に、川内川の上流・
下流の2方向に向けて
情報提供を行っている



上水流情報表示板の更新について
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現状

見直し

上水流情報表示板

Googlemapより作成

：情報提供範囲

現状の視認性(課題)

改善点

 現状の情報提供範囲について、前面の道路、高水敷への
搬路に対しては、広く情報提供できており、効果的である
と考えられる(ただし、河川利用者は少ないと想定)

 堤内地の生活道においては、住宅により一部、視認不可
エリアが発生している状況である

 また、下流側については、排水機場や東郷中学校がある
が、現在中学校は廃校となっており、廃校利活用事業が
行われている状況にある(生活状況の変化)

 下流側に、東郷公民館があるも、情報提供範囲外

上記の課題に対し、表示板向き及び面数を減ら
すことで、情報提供範囲の効率化が可能

改良効果

 1面構成に見直すことで、情報提供範囲は狭くなるが、必
要な範囲に対してのみ効率的に情報提供することが可能

 上流側から表示板位置(T字路)に進む車両・歩行者に対
しては、情報提供が可能

 ただし、下流側への情報提供はなくなるため、下流側から
向かってくる車両・歩行者に対しては情報提供できない

上流の
1面構成に改良

上水流(上流・下流)
情報表示板

旧東郷中学校

現在は、廃校利活用事業（胡蝶蘭栽培を中心としたフ
ラワー生産事業)がなされている。また、農福連携によ
り、障害者や高齢者、生活困窮者の働き口を創出

東郷救急排水機場

薩摩川内市
東郷公民館

Googlemapより作成

居住エリア

：情報提供範囲



上水流情報表示板の更新について
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地域のご意見

Googlemapより作成

居住エリア

：情報提供範囲

 現在の下流側を向いている情報表示板は、居住エ
リアに住む住民が頻繁に使用する道路（黄色矢印
ルート）から見える位置にある。

 ダムからの情報を直接得ている情報表示板である
ため、減らさないで欲しい。

引き続き、個別に地域と調整させて頂き、調整結果を
本意見交換会で報告する。

居住エリア
へのルート



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４－４） 地域防災力向上の取組み

〇さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進

〇斧渕地区防災訓練
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R5以降の計画

〇R4虎居地区マイ・タイムライン_ワークショップは非常に良い取組み。他地域でも是非実施してほしい

〇虎居地区で実施したことはトップランナー（九州では川内川流域が先駆者）としても非常に意義がある

会議での意見

＜さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進＞

＜背景＞

○令和３年７月豪雨では、緊急放流に至りませんでしたが、ダム貯水位が、洪水時最高水位EL,160.0mに

残り約６mまで迫るものでした。

〇このことから本会議において緊急放流の議論がなされ、緊急放流に関する情報発信時は避難行動をとる

ことが重要との意見があり、虎居地区で「マイ・タイムライン（防災行動計画）」の作成を進めることとなった。

さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



さつま町（櫃ヶ迫公民会）の町内一斉防災訓練
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ひつがさこ

さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



さつま町（虎居西手公民会）の町内一斉防災訓練
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さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



さつま町（上向公民会）の町内一斉防災訓練 さつま町（吉川公民会）の町内一斉防災訓練
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さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



広報さつまNo.230 2024.5より
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さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



広報さつまNo.230 2024.5より
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さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



さつま町ホームページへの掲載
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さつま町におけるマイ・タイムラインの普及促進



■事業の実施により実現
したい地域像

①地区代表者（⾃主防災組
織リーダー、消防団員、地域避
難⽀援者など）が連絡を受け
て避難判断や⾏動につなげるこ
とを想定

②通知登録には、町公式
LINEでの設定が必要なため、
携帯電話での通知設定説明
会を開催

③冠⽔による被害などのトラブル
を回避・軽減や避難所開設・
閉鎖の検討
など防災対応に活⽤

24

被害対象を減少させるための対策（浸水センサの活用）



■対策の内容

①洪⽔警報、氾濫注意情報など防災
情報を⾃動配信に更新
外国語及びやさしい⽇本語の対応
を追加し、外国⼈などにも配慮

②⾃主防災組織の訓練やマイタイムラ
イン、防災計画の作成などを⽀援

③⾃主防災組織が⾃主的に開設す
る
地域住⺠がより⾝近な届出避難所
を推進
現在 16ケ所登録

④防災⼠の資格取得を助成
（⾃⼰負担なし）
Ｒ5年度 ３名に助成

25

被害対象を減少させるための対策（防災情報の提供ほか）【さつま町】
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斧渕地区防災訓練

資料２参照
（住民代表 宮地委員説明）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

５． 情報提供

〇インフラツーリズムの取り組み

〇水防災学習プログラムの取組み

〇早よ見やん川内川

〇ラジオ媒体を活用した防災情報の発信

〇ほたる再生の取り組み
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河川敷地の占用は、原則として公的主体（地方公共団体等）に限られており、営業活動を行うことはで
きません。

しかし「河川空間を積極的に活用したい」という要望の高まりを受け、平成２３年に河川敷地占用許可
準則（以下、「準則」という。）を改正し、一定の要件を満たす場合には、特例として民間事業者等も営業活
動を行うことができるようになりました。 これを「河川空間のオープン化」といいます。

（全国108か所、 九州7か所、 鹿児島県内0か所 Ｒ4.3．31現在）
今回の指定は鹿児島県ではじめて、ダム見学（河川管理施設の見学）は九州ではじめてです。

河川空間のオープン化指定（令和5年10月）

【河川管理者】
（国土交通省）

＜事業スキーム＞

大鶴湖（鶴田ダム湖）インフラツーリズム関係者会議

（国、ＪＰ、伊佐市、さつま町、NPO）
地域の合意

占用許可許可申請

【占用主体】
（さつま町）

【施設使用者】
（ひっ翔べ！奥さつま探険隊）
（さつま町観光特産品協会）

使用契約

報告 承認

奥薩摩・水と緑の郷づくり推進協議会
（国、伊佐市長、さつま町長）

ダム見学案内ガイド 対応依頼

ダム見学 案内ガイド
（さつま町、鶴田ダム管理所により公募）

NPO法人 ひっ翔べ！奥さつま探険隊
○○○団体
○○○小学校
○○○
○○○

ダム見学案内ガイド（イメージ）【今回募集】
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鶴⽥ダム ダム⾒学対応状況
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１）実施主体 ：さつま町「川内川大鶴ゆうゆう館」の管理事業にて実施
指定管理者： NPO法人 ひっ翔べ！奥さつま探険隊 ※サポート：鶴田ダム管理所

２）見学日時 ：平日及び第２、第４日曜日
・午前：11:00～12:00
・午後：14：00～15：00 ※約1時間

３）予約 ：NPO法人 ひっ翔べ！奥さつま探険隊ホームページより予約
※希望日の最低2週間前までに予約

https://www.qsr.mlit.go.jp/turuta/go/kengaku_annai_new.html

４）集合場所 ：鹿児島県薩摩郡さつま町神子3988-2 川内川大鶴ゆうゆう館前

５）料 金： １）見学 １０００円/１名
※子供（高校生以下）は無料。大人同伴が条件。
※団体割引あり（２６名以上）

２）学校関係の社会科見学は、これまでどおり無料。
（平日のみ。見学時間も希望を受け付け）

鶴⽥ダム⾒学の運⽤ルール
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（大鶴湖 遊覧船）（ダム放流・堤体内見学）

【鶴⽥ダム】秋の⼤鶴湖まつりin2024開催（点検放流に合わせて）

■参加者数：延べ約660人（令和5年度：延べ約400人）
■主催者：大鶴湖(鶴田ダム湖)インフラツーリズム関係者会議
（鶴田ダム管理所、川内川河川事務所、九州防災エキスパート会、電源開発㈱、さつま町、伊佐市
ひっ翔べ！奥さつま探険隊、バイオマスワークあったらし会、水と地球、伊佐の風）

（開催セレモニー）

〇11月24日（日） 秋の大鶴湖まつりを開催し、来場者より好評を頂きました。
今後も、通常のダム見学とあわせて、秋の奥薩摩の名物行事として関係者と連携しながら、地域振

興・活躍の場の創出・防災力強化を目標に継続していきます。

曽木の滝
滝つぼで遊覧

右から さつま町 上野町長
鶴田ダム管理所 上村所長
電源開発㈱ 中屋所長
宮之城出張所 藤野所長

曽木発電所遺構も
間近で見学

迫力ある放流
見学者から大絶賛

他ではこの近さで見ること
のできない大迫力の水量.

ご当地キャラクターショーを開催
左：さつまるちゃん（さつま町）
右：イーサキング（伊佐市）
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川内川水防災河川学習プログラム 検討会

水防災河川学習プログラムの取り組み

GIGA スクール構想：全国の児童・生徒1人に1台のコンピューターと高速ネットワークを整備する文部科学省の取り組み。
ICT技術： パソコンやタブレット端末、インターネットなどの情報通信技術を活用した教育手法。

主な役割機 関

試行授業を行い児童の反応や教材の改善点の意見頂く

 薩摩川内市立 育英小学校
 薩摩川内市立 可愛小学校
 薩摩川内市立 川内小学校

市内全小学校への普及 薩摩川内市 教育委員会

地域性のある防災教材の提供 薩摩川内市 防災安全課

ICT技術活用の助言
 鹿児島市教育委員会学校ICT 推進センター 所長
（文部科学省学校DX戦略アドバイザー）
 株式会社LoiLo

学習内容や取組み全般の助言 鹿児島大学 教育学部 准教授

防災教材の提供、検討会全般の事務局 川内川河川事務所

検討会は、文科省の提唱したGIGA スクール構想に伴い薩摩川内市内の各小学校においてもICT 技術を活用した

授業が進められている状況を踏まえ、そのような教育施策の変化に応じた新しい川内川水防災河川学習プログラム

を検討し、防災学習活動の充実を図ることを目的とする。

●⽬的

●組織（委員）と主な役割
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水防災河川学習プログラムの取り組み
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広報誌作成
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【PC版】

早よ見やん川内川（川内川河川事務所）
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【スマホ版】

早よ見やん川内川（川内川河川事務所）



ＦＭさつませんだい

＜放送概要＞ 地域の生活・行政情報や独自の地元情報に特化し地域密着型の放送毎日24時間放送を実施

＜地域防災に積極的＞ 災害時等には番組内容を変更し住民が必要とする情報を放送

＜放送エリア＞ 薩摩川内市及びさつま町を中心に伊佐市大口付近まで受信可能

背景・趣旨

◯住民向けの防災（川内川）情報発信は、HPやTwitter等のSNSを通じてのみ行っている。

◯住民の円滑な避難行動に資するためには、多様な情報発信方法を活用するのが命題。

◯幅広い情報発信網の構築を目指すため『FMさつませんだい』と連携した取組みを模索。

イベント

啓発活動

取組紹介

平常時

地域活動

流域治水に関す
る情報も発信

ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）

防災情報に関する協定

川内川河川事務所 FMさつませんだい

・情報に切迫感を持たせたい。

・情報取得の簡素化の実現。

・広域住民全体を対象とした

広域な情報発信の実現

・水害時河川に関する詳しい

情報を入手できていない。

・リアルタイムに河川情報を取

得し迅速な情報発信

R5.2.22 協定締結式
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ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）
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川内川河川事務所職員が出演し、川内川に関するあれやこれやを楽しく語る番組です！

○令和5年度 放送に向けた準備や番組への出演は若⼿職員が中⼼となって⾏っています！
4⽉：堤防のSDGs
5⽉：地域を守る⼈々
6⽉：命を守る⾏動
7⽉：夏休み川内川を楽しもう
8⽉：⽔⽣⽣物調査
9⽉：燃ゆる感動かごしま国体
10⽉：建設業の魅⼒
11⽉：下流域の団体紹介
12⽉：上流域の団体紹介
1⽉：中流域の団体紹介
2⽉：TECとドローン
3⽉：ダムの話

ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）



1〜6⽉ 7⽉〜12⽉
《洪⽔に備える》 《川内川の魅⼒・⾒どころ》

1⽉：⽔防災学習プログラム 2⽉：ダムの話（予定）
3⽉：出⽔期に向けて（予定） 4⽉：事務所の取組み
5⽉：地域を守る⼈々 6⽉：点検等の話

出⽔期に向けた川内川河川事務所の取り組みや、地域の⽅々
に取っていただきたい⾏動について紹介しています。

川内川のおすすめスポットやイベント情報など、
親しみやすい川の⼀⾯を発信しています。

7⽉：夏休み川内川を楽しもう ８⽉：⽔⽣⽣物調査
9⽉：SAGA国スポ 10⽉：⼟⽊の⽇
11⽉：川内川の地形・光景 12⽉：⼯事紹介

○令和6年度

番組へのお便り

・⼤変な時期が続きますが、お互いに体に気を付けて頑張ってこの⾬の季節を乗り切りましょう
・いつも仕事中に聞いています！
・川を⾒るポイントは専⾨家はやはり違うなと感じた次第です。
・宮崎から聞いています！曽⽊の滝発電所、プチ旅⾏で⾒に⾏こうと思います。

等々

ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）
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〇川内川流域（さつま町）、全国有数のホタル観賞地であり、一級河川でホタルが群
舞するのは全国的に珍しく、さつま町を代表する観光資源となっている。

〇現在、さつま町全体でホタルの個体数が減少しており、ホタル舟の運営スタッフの
高齢化も相まって二渡ホタル舟は令和５年シーズンで活動を終了することになった。

○水辺環境の保全・創出、ほたるを中心とした観光資源を増やすことを目的に「ほた
る再生プロジェクト協議会（R6.5.20) と幹事会（第１回R6.8.20、第２回R6.10.25)」を開
催。

背 景

40R6.10.25第２回幹事会

▼ほたる再生プロジェクト協議会設立（R6.5.20）

▼ほたる再生プロジェクト協議会幹事会開催

渡辺教授（福岡大学）
現地視察状況

職名 所属等 備考 

会長 さつま町長  

副会長 国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所長  

委員 鹿児島県北薩地域振興局総務企画部長  

委員 国土交通省九州地方整備局鶴田ダム管理所長  

委員 電源開発㈱南九州電力所長  

委員 さつま町副町長 幹事会委員 

委員 国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所技術副所長 幹事会委員 

委員 国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所宮之城出張所長 幹事会委員 

委員 国土交通省九州地方整備局鶴田ダム管理所専門官 幹事会委員 

委員 鹿児島県北薩地域振興局河川港湾課長 幹事会委員 

委員 鹿児島大学水産学部教授 幹事会委員 

委員 川内川漁業協同組合組合長 幹事会委員 

委員 奥薩摩ホタルを守る会会長 幹事会委員 

委員 二渡がらっぱボタルの会 幹事会委員 

委員 公益財団法人かごしま環境未来財団理事兼事業課長 幹事会委員 

委員 学識経験者 幹事会委員 

委員 さつま町女性団体連絡協議会 幹事会委員 

委員 さつま町総合政策課長 幹事会委員 

委員 さつま町町民環境課長 幹事会委員 

委員 さつま町教育委員会教育総務課長 幹事会委員 

委員 さつま町教育委員会学校教育課長 幹事会委員 

事務局員 国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所流域治水課長  

事務局員 国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所流域治水課専門官  

事務局員 さつま町さつまＰＲ課長  

事務局員 さつま町さつまＰＲ課商工観光係長  

事務局員 さつま町さつまＰＲ課商工観光係  

 

▼ほたる再生プロジェクト協議会委員

ほたる再生の取り組み（さつま町）



令和６年度斧渕地区自主防災避難訓練の概要 

（目的） 

 いつどこで災害が発生してもおかしくない状況の中、共助という考えから地区コミュニテ

ィの自主防災組織が、いざという時に自分たちのまちを守る活動が出来るよう、防災関係機

関と連携してさまざまな訓練を行い、災害に対する認識を新たにし、防災減災に努める。 

①まず逃げる、まず自分の命を守る。（自助） 

②隣近所に声をかける。（共助） 

③自治会自主防災組織による避難誘導（組織がいかされているか） 

以上３点を主として訓練を行う。 

（実施日時） 

令和６年５月２６日（日） 午前８時３０分から１２時 

豪雨による川内川の氾濫、土砂災害を想定 

（訓練主体・支援団体） 

訓練主体 斧渕地区１３自治会自主防災組織 斧渕地区コミュニティ協議会 

支援団体 薩摩川内市、薩摩川内市消防局 薩摩川内市消防団東郷中央分団 

国土交通省川内川河川事務所 

鹿児島県 薩摩川内警察署 薩摩川内市社会福祉協議会 

（避難会場） 

東郷学園義務教育学校 自治会名：舟倉、平上水流、古城滑石、荒川内東西、石堂 

（避難訓練中央会場） 

城内集落センター  自治会名：小路、城内、谷ノ口 

 浦田自治会館  自治会名：浦田 

五社上構造改善センター 自治会名：五社上 

 五社下自治会館   自治会名：五社下  

司野自治公民館 自治会名：司野 

（避難訓練の内容） 

避難場所への避難訓練 

・人を知る、地域を知る、避難をする訓練（動く訓練）

炊き出し訓練 

・各避難所での炊き出し

消火器取扱訓練（消防団東郷中央分団支援） 

応急手当訓練（中央会場のみ・市消防局支援） 

・簡易担架の作り方

防災情報の取得、紹介（川内川河川事務所・ＮＰＯ法人） 

・防災情報アプリ「早よ見やん川内川」の取得方法と活用促進（中央会場）

・ＮＰＯ法人による事例発表（能登半島地震への対応と防災グッズの紹介）

資料２
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◇事前の会議 

 4/30 斧渕地区自主防災組織会議（第１回目） 

 5/ 6 斧渕地区コミ自主防災総務部会 

5/ 9 斧渕地区自主防災連絡会議（支援団体との協議調整） 

 5/15 斧渕地区自主防災組織会議（第２回目） 

 

 

〇訓練における感想、課題 

 各行政等組織の連絡体制等を含めた支援のもとに訓練を行った。避難訓練自体は事前に周

知されていたので、スムーズに避難ができたと思うが、実際の有事の際に自主防災組織を機

能させるために、また確実な避難のための自主防災組織への連絡体制、連絡方法、自主防災

組織内の連絡方法など再確認の必要性を感じた。 
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★　斧渕地区自治会自主防災避難訓練
時系列

時間・行動 参加者等の動き
午前 避難場所 避難自治会

8時30分 炊き出し準備 ・東郷総合体育施設
              舟倉・古城滑石・平上水流・荒川内東西・石堂

・城内自治公民館・・・小路・城内・谷ノ口
・浦田自治公民館・・・浦田
・五社上構造改善センター・・・五社上
・五社下自治公民館・・・五社下
・司野自治公民館・・・司野

9時20分 斧渕自主防災対策本部設置 ・自主防災対策本部員集合　会議開催

9時20分 各自治会自主防災組織招集 ・自治会長・防災委員・防災班長
　　　　　自治公民館・自治会長宅に集合

9時55分 斧渕自主防災対策本部 ・自治会自主防災組織に自主避難を指示
　　　　　　　自主避難を決定

10時00分 各自治会自主防災組織自主避難開始 ・各自治会長　　　　　　　

　　　防災委員・防災班長に自主避難指示

住民避難開始

11時00分 住民避難終了

11時10分 自治会自主防災組織避難者確認報告 ・各自治会防災委員・防災班長　避難者確認作業

避難所 東郷学園義務教育学校 ・各自治会長に避難者報告

城内自治公民館
 そ 浦田自治公民館
 の 五社上構造改善センター
 後 五社下自治公民館 ・斧渕地区自主防災対策本部に避難者報告

司野自治公民館

11時10分 避難所でのプログラム ・河川事務所　　　防災情報収集方法について
・消防局　　　　　　防災減災体験指導

　　　　簡易担架のつくり方
・自主防災組織　炊き出し訓練・試食　　

城内自治公民館
浦田自治公民館 　　　消火訓練
五社上構造改善 　　　炊き出し訓練・試食

センター 　　　NPO法人活動事例報告・防災グッズ紹介
五社下自治公民館       
司野自治公民館

令和6年5月26日

　　　　　東郷学園義務教育学校
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斧渕地区自主防災組織図
　　斧渕地区コミュニティ協議会

行政・消防・警察 　　１３自治会自主防災組織

薩摩川内市東郷支所 　　　防災計画審議 　　斧渕地区

　　　　　斧渕詰所長 自主防災連絡会議

薩摩川内市消防団   自主防災会議

　　　東郷中央分団

　　　　　情報連絡・避難状況報告　

　斧渕地区自主防災対策本部
　本部長　　　斧渕地区コミ会長

　副本部長　 地区コミ副会長・総務部長

　顧問　　　　　防災担当顧問・行政担当顧問

　事務局　 事務局長・総務部副部長

　構成員　 青少年育成・健康福祉・地域づくり各部長

　　あすなろ会 　斧渕パトロール隊

　　　事務局

　　　　避難・連絡 　避難者報告　 本部長

      事務局長

１３自治会自主防災組織
　会長　　　　自治会長

  構成員      防災員・女性部長・防災班長

        避難・連絡
　　　　指示 　避難者報告

自治会班長（防災）連絡員

　　　　避難・連絡 　避難者報告
　　　　避難呼びかけ 　避難者確認

自治会住民
　　　　自助

　　　避難 　　　　共助

　　　移動 　　　　近助（近所）

　　　　公助

避難場所
　　　炊き出し

東郷学園義務教育学校
城内公民館
浦田自民館
五社上構造改善センター
五社下公民館
司野公民館
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